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福井ものづくり改善リーダー養成スクール

✓人手不足に対応するために労働生産性を改善したい
✓生産現場改善を推進するリーダーを育成したい
✓会社の付加価値を高めるために現場改革を行いたい
これらのお悩みを解決するのが当スクールです

スクールの概要 スクールの特長

有効求人倍率が日本で最も高い福井県にあって

は企業の労働生産性の向上が必須の課題です。こ

れらの課題を解決するためには現場改善活動を推

進するリーダーの育成が必要です。そこで「福井

ものづくり改善リーダー養成スクール」では、生

産現場の改善活動を主導できるリーダーを育成し

ます。

18日間のカリキュラムでは、前半は座学にて現

場改善のための知識や手法を学び、後半は実際の

企業の現場をお借りした現場実習にて学んだ知識

や手法を実際の現場に適用する体験を通して、改

善力の向上を目指します。

対象は県内中小企業の中核を担うリーダー・

リーダー候補の方や多くの現場経験を有する企業

ＯＢの方です。

スクール修了後、企業従業員の方には、現場改

善活動の中心となって自社の競争力強化に努めて

いただきます。また、企業 OB の方には、県内中

小企業からの派遣要請に応じて、派遣先企業の生

産性向上に向けた現場改善活動に取り組んでいた

だきます。

講義・演習・現場実習からなる中小企業現

場のためのカリキュラムです。東京大学名

誉教授・早稲田大学教授の藤本隆宏氏のも

のづくり理論をベースにしたオリジナルテ

キストを使用します。

----実践的・体系的なカリキュラム----

-------経験豊富な講師陣--------

製品の企画・開発から生産まで、幅広い領

域をカバーし、多品種少量生産工程・一品

物生産工程の改善指導ができる多彩な講師

を揃えています。

講 師 紹 介

中井 利行

(株)村田製作所企画部・商品企画業務に従事後、

(株)福井村田製作所宮崎工場・英国ムラタ他で工場

長を歴任。事業部長・事業所長として事業経営・事

業所経営に転じた後、社員教育子会社社長を拝命、

製造部門管理職・監督者の教育に注力。

福井スクール第３期修了。

(株)福井村田製作所生産技術部門で工程設計業務に従事。(株)村田製作所グループの海外拠点の製造部長、

海外事業所の総経理、(株)村田製作所の資材部長を歴任。

2015年７月から福井ものづくり改善インストラクタースクールの立上げ業務に従事。

東京大学ものづくりインストラクター養成スクール第11期修了。

窪田 正明 （統括責任者）

清水 昭彦（副統括責任者）

ＩＴコーディネーター(経済産業省推進)・中小企業

支援アドバイザー・企業ミラサポ専門家派遣登録専

門家、日華化学(株)で技術部・情報部を経験。これ

までに多数の製造業で現場改善・業務改善・システ

ム化導入支援に従事。

福井スクール第4期修了。

金子 敏己
(株)福井村田製作所 商品開発部門で商品開発業務

に従事、さらに品質管理業務にも従事。これまでに

県内企業３０社以上で生産効率改善指導、５Ｓ活動

をベースとした職場改善活動に従事

福井スクール第２期修了。

松田 博史

福井鋲螺(株)にて技術系営業として大手企業との製

品開発を担当。中小企業診断士を取得し、経営コン

サルタント会社を設立。数多くの公的機関の専門家

として、企画・製造・販売まで幅広く経営を支援。

福井スクール第２期修了。



第11期 福井ものづくり改善リーダー養成スクール講座日程

日時 ＡＭ（９:００～１２:００） ＰＭ（１:００～５:００） 場所

５月

15日(金) 開講式 コミュニケーション
スクール
ガイダンス

PC操作 中産大

29日(金) 製造監督者の役割・リーダーシップ ものづくり基礎概念 中産大

６月

１2日(金) VSM(モノと情報の流れ図)・講義
演習(流れ図をチームで作成)

演習（ビデオ活用し全体を把握する）
中産大

26日(金) I E(工程・連合作業)
I E

(稼働・時間分析)
演習(工程分析・稼働分析) 中産大

７月

10日(金) 標準作業と標準時間
演習（ビデオ活用し工程・作業改善の

進め方の実例体感）
中産大

24日(金) 工程・作業の考え方 QC,TQC,品質の考え方 中産大

８月

7日(金) コスト(原価)と生産性 5S 問題発見の着眼点 中産大

21日(金)
現場実習に向けたトップヒアリングの纏め方
課題抽出方法・課題解決案の立案方法の演習

データの
分析と評価

全体発表資料の作り方
プレゼンの仕方

中産大

■座学（実践・入門コース 全受講生）８日間

日時 ＡＭ（９:００～１２:００） ＰＭ（１:００～５:００） 場所

９月

11日(金) 事前打合せ 現場改善実習 テーマ設定

実習先

25日(金) 現場改善実習 チームデイスカッション・資料作り

１０月

9日(金) 現場改善実習 チームデイスカッション・資料作り

23日(金) 現場改善実習 チームデイスカッション・資料作り

１１月

6日(金) 現場改善実習 チームデイスカッション・資料作り

20日(金) 現場改善実習 チームデイスカッション・資料作り

１２月

4日(金) チーム発表資料作り 中産大

11日(金) チーム発表資料作り 中産大

１7日(木) 実習先での成果発表 実習先

18日(金) 実践コース チーム発表 入門コース 成果発表 修了式 中産大

■実習【実践コース】（スクールが指定した企業現場で現場改善実習を行う）１０日間

※ 現場実習については、お申込みの前に統括責任者と面談を行い、下記の実践・入門いずれかの

コースのカリキュラムを選択していただきます。

日時 ＰＭ（１:００～４:００）※最終日12/18(金)のみAM9：00～PM5：00 場所

８月

-

※8月下旬から12月上旬までの期間内で日程調整の上、9日間実施

●現場改善実習・資料作り（８日）

●受講生企業での成果発表（１日）

受講生
企業

～

１２月 18日(金) 実践コース チーム発表 入門コース 成果発表 修了式 中産大

■実習【入門コース】（受講生企業で現場改善実習を行う）１０日間



開催期間 令和8年5月15日(金)～ 12月18日(金) 18日間

会場 講義・演習

実習

福井県中小企業産業大学校（福井市下六条町16-15）

【実践コース】各協力企業
【入門コース】受講生企業

応募対象
生産管理・品質管理・生産技術・製造の現場責任者や現場に従事するなどの
内、いずれかの経験があり、ものづくりに関する予備知識を有する方

● 企業従業員
県内に主たる事業所を有する中小製造業者で企業において現場改善を主導できる
リーダーの方、リーダー候補の方

● 企業ＯＢ
大手、中堅製造業で生産管理・品質管理・生産技術・製品開発・システム開発など
に従事した方で製造現場での経験が１０年以上の企業ＯＢの方
※企業ＯＢについては、修了後は県内中小企業の指導に従事していただきます

募集人数 １２名

受講料 ● 企業従業員 ２５万円（税込）

● 企業ＯＢ ５万円（税込）

申込締切 5月8日(金) (定員になり次第締め切ります)

申込方法

所定の申込書に必要事項を記入の上、職務経歴書および企業現役の方は会社案内を添え、

(公財)ふくい産業支援センター人材育成部宛て持参または郵送にてご提出ください。

申込書は以下のwebサイトからダウンロードしてください。

https://www.fisc.jp/fiib/monodukuri_about.html

お申込み
お問い合せ

公益財団法人ふくい産業支援センター人材育成部（福井県中小企業産業大学校）

〒918-8135 福井市下六条町16-15 TEL：0776-41-3775 FAX：0776-41-3729

E-Mail：monodukuri@fisc.jp URL：https://www.fisc.jp/fiib/monodukuri.html

必
要
書
類

申込書

職務経歴書

会社案内（※現役の方のみ：パンフレット等）

国などの受講料補助制度が利用できます

(補助には条件があります)

申し込み・受講の流れ

受講生募集概要
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